


  PMD 患者における適切な栄養摂取がその延命に関係するか否かを明らかにす

るため、ジストロフィーマウスを用いたん白あるいは脂肪レベルを変えた食餌

を与え、摂取量、体重変化を検討するとともに生存日数を観察しようとした。

またこれら栄養上の変化が筋肉のクレアチン代謝に如何に影響するかを l4C－

クレアチンの尿中排泄、筋肉中への保留状態から明らかにしようと考えた。本

年はジストロフィーマウスの入手が困難であったので、ビタミン E欠乏動物の

作成、あるいは坐骨神経切除による萎縮筋について若干の予備実験を行なった。


